



いたのは元亀元 （１５７１） 年。家康公は、 どうして浜松の地を選んだのでしょうか。
家康公は、 はじめ今川義元
に従っていましたが、 永禄３（１５６０） 年の桶狭間の合戦で義元が殺され、 今川家 落ち目になると、 尾張 （愛知県） の織田信長と手を結び 浜松のある遠江地方の領土化を進めました。 遠江の国府 （県庁） は、 磐田の見付にあり、 ここに城を築けば、 名実ともに遠江の主です。 家康公は見付に居城を築きたいと思いました。
岡崎城は長男の信康に任せ、
家康公は、 見付城の普請を始め
ます。 屋敷割が進み、 この見付城で、 乱世をどのように生き抜いていくか、 いよいよ未来を展望していた矢先、 信長からまさかの ‘待っ ’ がかかりました。「もし、 信玄と敵対した場合、お主が見付にいたら 天竜川が邪魔になって救援に向かうことができない。 たとえ渡ることができたとしても、 川を背にすることになる。 お主の居城は ‘浜松’ にしなさい 」 と、 んでもない指図が示されました。 ここまで進んでいる城普請を途中で切り上げては、 負担ばかりが残ってしまう。 しかし、 そのまま続けては、 信長に逆らうことに る。一方の信長は、 同盟相手の懐事情など一切考える由はありません。 思案の結果、 しかたなく、 見付をあきらめることと ました。家康公は、 浜松で城普請を始

















皆さん、 こんにちは。徳川家康公の出世エピソードを 「広報はままつ」 に連載します。 自治体の広報紙での連載は、 初めての経験。 貴重な古文書を読み解いた成果を浜松市民の皆さん、 だけに、 お届け たいと思います。 これから一年間 私の『ちょっと家康み』 にお付き合いください。
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は、浜松市ホームページ市 は、検索エンジンから検索してください。 1011
